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仁
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立
憲
君
主
閣
に
於
て
は
君
主
の
意
志
を
以
て
闘
民
の
意
志
と
認
め
歩
、
岡
民
を

L
て
自
わ
一
ら

其
意
志
を
接
・
表
せ
し
め
君
主
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を
取
拾
す
、
是
れ
印
も
立
憲
君
主
閣
と
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制
君
主
国
ー
し
の
閥
ト
ド
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区
別
の
存
ず
る
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州
な
る
が
、
初
如
何
に
し
て
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尽
の
意
志
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以
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せ
し
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き
か
、
乙
れ
一
民
主
閣
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あ
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り
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苦
亦
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究
ヨ
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問
題
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し
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-
希
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ア
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ネ
仁
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い
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は
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第
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仁
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設
せ
よ
ツ
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体
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北
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会
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、
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の
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舎
の
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出
せ
る
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仁
就
一
色
で
腕
丸
谷
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忠
一
止
の
、
紘
一
時
の
一
株
一
族
一
合
一
議

。-oE内
科
パ
志
向
け
ヤ
版
印
も
一
兵
舎
に
し
で
共
和
政
砂
晩
年
し
に
於
て
は
立
総
合
一
議
と
.
な
れ
夕
、
立
与
な
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彦
、
弘
氏
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除
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限
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℃
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岡
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岡
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、
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の
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せ
な
る
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無
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決
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法
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に

J 
、 r

あ
ら
、
ふ
v
r
q

英
，
閣
.
人
民
は
自
由
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す
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ど
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し
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の
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り
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な
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議
員
選
製
中
に
の
み
止
ま
!
り
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工
る
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隷
な
る
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す
る
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仁
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る
が
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一
不
安
る
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し
て
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合
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聞
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と
せ
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、
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な
る
方
法
を
か
採
用
す
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乙
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民
投
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ブ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
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抑
宅
如
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な
る
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る
か
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ポ
ド
レ
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岡
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一
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そ
の
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径
を
絞
表
す
る
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一
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一
び
、
心
一
ァ

Z

レ
Y

ダ

ι
と
ば
政
府
の
・
法
令
政
策
に
部
制

し
て
同
一
の
過
半
数
に
よ
IJV
て
賛
否
を
決
す
る
b
A
云
モ
英
一
闘
に
於
て
は
乙
の
雨
専
門
語
に
相

官
せ
み
熟
字
な
し
之
雌
・
1
1選
翠
機
の
援
践
の
結
果
と
し
て
、
事
費
上
同
一
の
意
義
占
グ
で
一
勾
J
Y
ふ
¥J

疫
一
一
札
安
施
せ
ら
る
、
之
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な
れ

3
、邸中
b

六
十
七
年
の
遊
感
心
伝
改
正
以
来
二
十
五
年
間
~
英
一
岡

の
総
選
壌
は
そ
の
性
質
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レ
ピ

γ

1
ト
に
近
〈
、
会
闘
の
選
懇
人
一
は
グ
一
7
y
ト
ト
ス
ト
ー
ン
予
ど

!
:
施
政
の
局
に
ぎ
り
し
む
可
営
ゃ
、
綿
花
司
会
仕
野
黛
営
化
ら
し
む
可
き
ゃ
に
就
て
一
去
就
ど
定

め
北
九
然
る
に
氏
の
際
沼
地
一
後
は
偉
大
な
る
人
物
の
政
界
に
馳
駆
す
る
唱
の
な
を
が
故
穂
選

壌
は
寧
ろ
レ
フ
ヱ
レ

γ

ダ
ム
の
性
質
を
瀞
ぴ
ィ
選
壌
入
拡
愛
蘭
自
治
一
政
策
に
就
て
之
が
賛
否
を

決
す
る
に
笠
れ
・
10(
一
八
九
八
年
者
側
蘭
西
総
脚
本
一
二
九
八
頁
十
一
一
一
九
九
頁

)ι一
五
へ
よ
リ
o
u

容
し

〈
益
一

5
2ポ
な

b
と
云
ふ
は
、
宇
レ
ポ
下
レ
イ
の
主
張
す
る
が
如
き
区
別
の
存
AqJE

る
唱
の
一
た
ら

し
め
紅
、
プ
レ
ピ

ν

)

ト
は
会
民
雲
仙
一
投
票
に
し
て
、
レ
プ
乍
レ

y
ダ
ム
比
一
一
公
民
是
認
投
票
な
よ
ツ
司

'
然
れ
ど
号
乙
の
区
別
は
果
し
て
一
一
般
に
行
は
る
h

彪
な
よ
リ
や
如
何
。
一

1

一
J

い
抑
一
川

j
語
句

-505
は
投

43
話
回
各
門
的
(
卒
一
民
の
義
)
い
と
師
長
ロ
ヨ
(
決
定
の
警
と
の
こ
語
よ
J
9

成

れ
る

5
0
2ゅ
の
同

2
5
又
は
沼
会
彰
会
ロ
g
(人
民
'
決
議
)
に
出
で
セ
る
語
に
し
ず
い
、
プ
レ

r
ス
キ
ツ
ム
と
一
は

的
お
前
詑
一
一
部
族
食
器
峨
の
議
決
を
指
せ
る
な
l
h
ノ
、
故
に
が

J
J

オ
ル
テ
}
ア
は
一
お
お
六
年
三
月
一
三
十

日

F
2
5
・円〉
A
g豆
町

古

代

の

羅

馬

に

於

て

叉

今

日

夕

ユ

ネ

l
、
グ
、
バ
ー
ル
仁
於
て
及

レ
ブ
ヱ
レ

y

、ダ島市川之、

お
九
九
年

に
於
て

-
バ
爾
僚
の
小
聯
一
邦
に
於
て
絵
伴
を
制
定
す
る
は

H
V
H
仏

σ
一ω仏
Z
m
な
ら
』

同
一
の
意
義
に
之
を
用
ゐ
文
一
λ
ソ。

と
て

大
ナ
ポ
!
レ
オ

ン
の
名
麓
漸
く
中
外
に
問
え
-J

の
憲
法
を
制
定
じ
て
第
一
一
執
政
と
鋳
る
や
、
部
も
初
め
て
。
プ
レ
ピ
ジ
}
ト
を
試
み
、
新
憲
法
、
は
会

閥
民
の
投
票
じ
よ
A
Y

〈
是
認
せ
ら
れ
、
次
で
一
八

O
二
年
の
n
公
民
投
票
は
執
政
を
終
身
官
と
し
、

日
八

O
四
年
・
・
仁
は
同

b
く
H

公
民
投
票
に
よ

6
て
僻
図
の
政
髄
を
共
和
政
よ
・
9

一
…
援
し
で
帝
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に
其
故
相
官
ド
ド
倣
判
凶
、
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シ
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襲
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る
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八
五
，
プ
年
十
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月
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日
グ
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、
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を
行
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し
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、
憲
法
改
豆
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可
否
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プ
レ
ビ
ジ
}

J
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に

向
ふ
え
六
十
岡
高

w一
市
仁
劃
す
る
レ
七
五
四
十
八
高
哀
の
資
成
を
得
、
翌
年
十
二
月
元
老
院
の
決
議
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以
〈
共
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政
・
を
燦
し
て
、
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政
と
翁
せ
し
時
拡
-
真
に
る
民
投
票
に
訴
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て
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十
五
世
間
三
千
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一
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憲
法
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し
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ず
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ダ
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を
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、
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
は

-am仁
一
瞬

r
w
?
?
?二
議
せ
ん
を

A24め
な
み
と
の
区
別
十
五
つ
る
に
ぎ
り
し
め
し
号
、
プ
レ
ど

γ

一1
u
ト
ー
本
来
の
意
義
拡
が
・

1

、
る
狭
義
め
芯
の
に
非
ら

F
る
な
ん

'
O

自

由

2
3
Zロ
ミ
ー
は
投
丁
諾
動
詞
円
。
竹
内
1
0

の
紙
製
花
せ
る
唱
の
じ
し
て
報
告
さ
る
可
き
乙
と
の
義

弘
十
、
市
し
て
乙
の
熟
語
一
時
-
蛍
初
端
買
共
和
問
仁
於
て
舟
ゐ
ら
れ
、
下
り
。
抑
、
も
錦
一
岡
大
革
命
前

!
日
刊
¥
共
和
四
は
濁
立
で
b

劉
一
家
の
同
盟
問
、
次
ふ
ぶ
過
ぎ
や
c
b
し
を
以
て
、
議
舎
に
出
山
仰
せ
る
代

7

従
J
J

は
そ
の
資
格
泌
が

A
外
交
俊
一
花
の
如
十
、
笠
一
袈
問
題
仁
川
腕
て
き
械
を
行
ふ
を
得
歩
、
単
仁
提

し
V

プ

Z

レ

y
r
ム
の
一
得
失
を
論
じ
て
英
明
感
激
m
V
M
明

途

モ

ト

ず

山

ハ

一

O
D
ρ
弘一日ロ向。
m
Z
oロ

gz-FSH私立
m
n
Z
A印
刷
W
M
H

入
会
民
会
館
を
包
括
せ
る
選
製
図
が
決
議
浴
律
提
案
刊
に

一
樹
じ
て
意
見
を
問
は
れ
役
る
持
の
投
票
例
、
ゴ
八
五
一
年
の
一
公
民
投
票
)
之
あ
る
に
従
以
以
一
千
・
ぷ

決
議
を
殺
し
必
マ
ナ
米
リ
歪
閣
に
於

の
い
如
を
必
飯
土
の
分
合
は
H

公
民
投
票
の
ト
ー
土
に
表
は
れ
一
文
る
住
民
の
意
志
に
従
ふ
可
心
古
川
淀
川
V

著
書
v

ゅ
に
明
認
す
る
に
歪
骨
h
O
1
u
w
ペ
ピ
ス
マ

J
グ
が
征
服
の
樵
利
を
唱
へ
て
普
一
閣
の
領
土
を
議

綴
じ
訴
で
濁
逸
の
版
闘
を
一
膨
脹
せ
し
め
し
よ
み
以
来
、
乙
の
ら
一
節
は
制
除
せ
ー
ら
れ
北
ウ
-
J
L
而
§

一
ゲ
川
レ
ピ
ν

J

1

ト
が
如
何
な
る
す
場
合
に
行
は
れ
し
や
は
以
上
の
事
例
に
よ
F

り
で
之

J

を
知
必
亦
}
守
、

余
輩
は
懸
け
な
リ
グ
ト
レ
の
悌
語
字
典
に
ど
レ
ピ
ジ
!
ト
を
解
し
て

1
3
Z
対
日
目
印
ρ
認
亡
印
向
。
号

九
仰
い
仲
良

B
r
n
o
g喝
な
口
一
伊
口
三
ー
ロ
ロ
守
内
吋
白
山
~
山
内
応
仏
O
m
j
n凶
作

ou
、g
m
w
m
m
M
U吋
O
口
O
ロ

noω
口
吋
ロ
ロ

2・
合
O
】広片山
O
D
a
g
m
H
Oア

C
D
o
m
-
o勺
O
切削片山・

ff 

レ

プ

ヱ

レ

y
'
r
ム
の
得
決
を
論
じ
え
英
・
闘
い
銭
円
政
一
一
の
駒
議
bι

ト

ず

ー

束

、

H

O

r

問

吾
川
治
川
一
時
代
な
1
リパーサー

L35綿
す
可

ι五
十
一
年
元
十
一
一
年

1

・
七
十
作
の
如
に
憲
法
改

E
に

し

喉

ー

川

似

て

宮

一

刊
に
訴
ヘ
-
食
誌
に
止
ま
ら
ゆ
V

九
領
主
の
分
合
唱
に
際
し

J

で
活
亦
・
・
山
，
，
ゃ
を
行
明
仰
ち
二
一

j

d
代

砂

ず

サ

ケ

の

…

爾
間
一
洲
一
ば
一
八
六

O
年
四
丹
十
五
日
よ
ょ
と
ん
六
十
一
一
一
日
に
亙

b
て
堺
行
せ
る
卦
民
，
投
票
に
t

於
ヌ

γ

一点一一品
L
P

ン
テ
主
題
土
台
離
れ
て
倒
閣
仁
合
同
情
。
込
弘
、
ど
と
な
・

1
文
仁
ス
カ
ナ
ベ
ヱ
ミ
ヅ
ア
寸
法
王
様

ば
同
年
バ
一
月
、
中

1
l
q
よ
み
十
五
日
に
涯
一
れ
る
お
快
投
票
仁
於
一
三
ゼ
ー
モ

γ

ず

仁

冶

，

併

す

一

必

の

い

て
弓
之
に
ト
倣
へ

λJJ

斯
て
周
一
法
撃
者
プ
ソ
ル

Y

チ
ユ
，

y
l

‘一~' I 



レ
グ
品
レ

ν
が
目
。
ム
の
符
失
》
倫

v
u
て

英

闘

慾

政

の

前

泊

施

・

を

ト

ア

六

三

一

援
を
聴
取
し
て
ぺ
報
令
す
る
の
包
宮
島
3
含
B
2
5
z
g
n
u
g
椴
阪
を
有
す
る
に
一
止
ま
れ
y
り。

常

時

以

レ

プ

ヱ

レ

ン

ダ

4

4
ど
以
て
脇
邦
各
自
に
焚
訟
を
決
ず
る
の
撚
利
と
認
め
た

b
o
w
し

て

端

前

共

和

閣

の

準

腕

邦

大

6
1
U、グ一
7
0
ピ
ン
デ
ン
敢
に
ペ
グ

y
レ

イ

ス

に

於

て

港

前

世

犯

の

中

葉

に

宣

る

ま

マ

之

i
同
一
一
様
の
制
度
を
行
ヘ

bo
一
郎
も
が
/
一
プ

ψ

ピ
ン
デ

ν
は

浩

子

の

町

村

を

以

て

組

織

3
れ
大
る
一
二
同
盟
の
相
漣
限
せ
る
喝
の
に
し
て
、
町
村
に
は
日
公
民
大
合
仁
左
ω

m
o
g
-
E
j
uあ
よ
ツ
ー
一
一
一
同
附
叫
に
各
-
々
同
盟
品
目
議
申
め
よ
り
、
而
し
て
連
盟
会
部
を
包
括
せ
る
談
合
唱
亦

聞
か
れ
し
パ
炉
、
同
盟
合
議
宅
述
盟
議
舎
道
硲
定
議
を
行
ふ
の
棋
な
く
、
そ
の
決
議
は
町
村
昼
間
内
大

舎

の

是

認

を

要

も

た

bo
弘
、
グ
ア
レ
イ
ス
は
亦
幾
多
の
町
村
の
漣
盟
に
し
て
そ
の
代
表
者
の

決
議
は
一
に
町
村
の
岡
意
を
要
し
一
北

b
。
腕
邦
の
一
な
る
べ
ル
〆
に
於
て
は
、
第
十
五
世
紀
の

中

葉

よ

み

市

の

資

放

等

感

農

を

地

方

に

課

せ

ん

と
e

し
て
、
各
村
よ

rb
二
名
の
代
議
士
を
出
し
て

之
が
阿
怠
上
求
め
、
或
は
史
員
を
仮
し
て
各
村
舎
の
意
見
を
質
せ
し
と
と
あ
が
し
が
、
一
六
…

o

年

以

後

は

復

文

乙

の

一

種

の

レ

ア

ヱ

レ

ン

ダ

ム

を

行

ふ

と

と

な

が
J

り
を
l

w

ノユ

1
リ
川
ノ
ヒ
仁

於

て

は

同

一

の

慣

例

あ

b
し

ι、
パ
ル
シ
の
一
如
く
務
建
せ
ホ
J

し
て
止
め
J90

一

一
瑞
・
商
に
於
け
る
近
代
の
レ
ブ
ヱ
レ

Y

ダ

み

は

そ

の

形

式

仁

於

て

将

花

叉

そ

の

結

果

仁

於

え

f事

放

に

、，

. 
-

と
の
往
時
の
し
.
プ
・

3
一
レ
ン
ダ
ム

t
そ
の
艇
を
異
仁
し
主
と
し
て
ル

y
y
!
の
民
棒
読
rv
基
号
'

し

せ

の

な
ιり
ι

勿
論
憲
法
を
制
定
す
る
い
μ

方

b
、
会
民
投
票
仁
訴
へ
て
之
が
是
認
を
求

U
る
は

必
中
少
し
ゃ
端
商
人
の
創
案
に
成
れ
よ
ツ
と
云
ふ
可
わ
ら
歩
、
一
レ
七
七
八
年
北
米
マ
ツ
サ
チ
ユ
!
セ

サ

/
y，
の
談
合

9
5
5の
O
ロ
ユ
は
憲
法
の
草
案
営
定
め
て
之
が
可
否
を
人
誌
に
問
び
し
に
、
人
民
は

之

を

否

決

L
J
一
年
の
後
協
議
舎
の
制
定
せ
る
憲
法
は
る
民
投
票
の
結
果
三
分
の
ニ
以
土
の
同

意

を

鱈

く

資

施

せ

ら

れ

以

て

今

日

に

及

ぺ

b
、
ニ
ュ

i
、
川
ム
プ
ジ
ア
に
於
て
は
一
・
七
七
九
年
の

同
公
民
投
票
に
於
て
は
憲
法
1

容
認
せ
ら
れ
、
一
必
八
凶
年
に
及
ば
て
初
め
て
そ
の
是
認
す
る
所
之

な
れ
よ
り
。
一
乙
の
二
州
の
例
仁
倣
び
、
ミ
ス
ジ
岬
ノ
ピ
ー
は
一
八
一
・
七
年
ミ
ヅ
、
Y
1
1
リ
は
一
八
一
…

o

年
ー
に
山
州
と
し
て
介
衆
闘
に
加
は
る
に
際
し
、
同

b
く
そ
の
憲
法
を
公
民
投
京
仁
附
し
牝
ペ
ツ
。

次
で
一
八
二
、
一
年
仁
は
、
一
一
ユ

i
、
口
4
1
グ
州
も
亦
海
港
の
修
正
は
す
べ
て
会
民
投
楽
に
依

6
て

‘。
之
を
〉
権
内
ん
す
る

ζ

と

-
3
な
し
今
や
米
岡
各
州
は
一
般
に
乙
の
制
度
を
採
用
せ
よ
ツ
。

イ
N

は
亦
一
お
九
・
九
年
に
ナ
ポ
!
レ
オ
ジ
が
修
正
窓
法
の
可
否
を
。
プ
レ
ビ
ジ
!
ト
に
附
ふ
に
先

も
、
一
お
九
一
一
一
年
の
窓
泌
が
も
一
七
九
五
年
の
憲
法
、
も
共
に
之
れ
を
閥
良
仁
質
し
く
其
是
認
を
総

瑞
百
に
於
て
は
一
八

O
二
年
の
窓
法
改
圧
に
際
し
て

J

初
め
て
之
を
試
み
し
に
~
賛
成
ど

レ

7

1
レ

リ

ザ

ダ

ム

‘

の

得

失

を

論

じ

て

英

関

窓

政

の

前

訟

を

ト

す

六

一

一

一

一

倣

凶

に

於

?ζ 



、
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レ

プ

忠

レ

v
p
ム

の

得

失

を

論

じ

て

笑

図

窓

政

の

前

誌

を

ト

ヂ

ム

ハ

山

一

関

高
二
千
百
九
一
品
に
濁
し
て
一
が
濁
九
潟
一
二
千
葉
の
結
果
を
虫
せ
し
か
ば
、
蛍
持
政
糖
、
を
強
い
や
均
一
、
共
和
殺

は
鳴
が
糠
者
十
六
湾
七
千
人
は
賛
成
せ
し
尽
の
之
見
倣
す
可
し
と
て
-
之
、
営
費
施
せ

ι、
然
一
る
仁
聯

邦
紫
は
断
然
之
が
安
維
を
拒
み
て
内
紅
占
ど
と
之
、
、
せ
.
し
ょ
1
1
J

、
ナ
ポ
!
レ
オ
ン
邸
ぉ
仲
裁
A
ザ
ー
ど

議
布
・
し
て
政
界
の
局
面
を
一
…
獲
し
右
の
議
件
前
は
簸
棄
せ
ら
れ
大
ょ
リ
。

爾
恭
一
八
四
八
年
ま
で

は
滋
絡
め
可
否
を
閥
民
に
問
ふ
乙
と
な
く
-
聯
邦
各
自
に
於
て
も
一
八
一
一
一

O
年
ぷ
澄

b
て
初
め
一
.

て
れ
公
民
投
廷
に
主
よ
ツ
て
憲
法
の
改
一
止
を
断
行
し

t
b、
却
も
一
寸
八
一
一
…

0
年
よ
ー
ッ
五
年
の
問
に
各

聯
一
如
の
窓
桧
の
修

E

3
れ
し
乙
之
二
十
向
仁
及
び
し
が
~
フ
ラ
イ
プ
ル
ヒ
を
除
を
て
は
背
之
を

一
公
演
殺
楽
じ
怖
し
セ
1
9
0
s

而
し
て
一
八
四
八
年
の
聯
邦
憲
法
は
る
民
投
票
を
以
て
憲
法
修
一
止

の
必
婆
線
科
之
廷
は
W

食
L
リ

0

・

・

J

一
お
叫
ん
一
一
一
年
制
定
の
倒
閣
憲
法
ぶ
は
、
絵
俸
は
総
て
初
級
曾
議
に
於
け
弘
会
長
の
税
諜
℃

1

1
り
て
、
川
町
ん
前
賛
否
を
挟
し
そ
の
決
議
を
報
告
す
可
し
之
ゐ
，
i;JJ心
倍
、
乙
の
窓
絵
品
川
安
施

3
れ
や
ノ
し

て
止
み
し
が
故
に
、
撤
回
湿
の
徐
律
上
制
定
す
る
仁
方
み
て

-v

フ
ヱ
シ
シ
ダ
ム
の
山
刀
絵
宏
用
ゐ
し

は
費
一
仁
瑞
西
人
仁
始
ま
れ
る
な

z
h
J
O

レ
ブ
ヱ
レ
ン
グ
ム
の
採
用
は
勿
論
皐
班
上
よ
ら
云
は
い
晶
、

ル
吋
ノ
ツ
ー
の
民
約
論
に
基
く
川
町
の
な
ゆ
と
一
五
ふ
可
を
号
、
資
際
上
よ
よ
ツ
孔
れ
ば
)
代
議
制
度
の
不

抑
も
端
酒
の
聯
邦
中
γト
叶
料
、
ム
ワ
情
沙
問

μ
前
代
の
油
泌
物

な
る
吾
氏
大
舎
を
召
集
す
る
者
少
な
か
ら
夕
、
例
へ
ば
人
口
一
部
九
千
お
百
大
を
有
ず
る
，
vf
り

に
於

f
は
毎
年
一
同
会
民
一
野
外
に
合
し
て
、
組
税
に
協
賛
し
、
法
律
令
}
漣
込
し
、
次
年
疫
の
市
仲
良
を

態
態
す
。
然
る
に
倣
閥
革
命
の
影
響
そ
受
け
て
、
代
議
制
度
を
安
施
す
み
や
、
議
令
は
果
・
し
て
一
奨

の
民
意
を
代
表
せ
'
り
や
否
や
と
の
疑
或
そ
生

b
、
普
通
綿
織
慰
に
依

b
て
選
出
せ
ら
れ
北
ふ
議
令

先
ub.
な
る
が
翁
な
1
9
2
云
は
な
込
を
得
ホ

J
B

の
寸
心
ザ
グ
ト
、
ず
レ
ン
の
滋
件
前
に
し
て
、
砂
同
時
は
僅
じ
人
民
仁
否
決
棋
を
血
ハ
ヘ
セ
る
の
み
、
印
-
も
人

の
成
立
す
る
や
問
喝
な
℃
直
接
立
絵
要
求
の
聾
人
民
の
胤
に
高
く
、
設
に
・
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
の

安
施
を
見
る
に
澄
れ
ー
み
な
I

り
。
人
民
直
接
立
川
訟
の
制
度
を
初
め
て
抑
制
刈
せ
る
は
一
八
一
二
年

'11 

民
し
の
ほ
脳
卒
数
民
劉
の
投
W
献
を
潟
す
時
は
訟
の
糸
は
否
決
せ
ら
れ
、
に
ふ
喝
の
之
認
め
ら
吋
心
、

-iり。

之
の
制
度
は
爾
空
路
州
仁
一
於
て
な
亦
…
粉
々
採
用
コ
れ
し
が
一
八
五
二
年

γ

℃
7
?ザ
ゼ
シ
ぶ

於
疋
之
土
探
用
せ
し
以
後
は
、
復
、
た
之
を
顧
み
る
刃
も
の
な
く
、
恭
氏
窓
代
表
の
方
訟
と
し
て
不
究

会
な
必
よ
み
設
に
レ
ヅ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
の
制
皮
起
れ
る
な
ら
。
瑞
一
四
下
於
け
ゐ
心
一
プ
ヱ
レ

Y
ダ

ぷ
仁
は
凡
べ
て
の
治
家
主
会
民
投
楽
に
附
し
て
そ
の
賛
否
を
催
む
可

l
u
i
せ
る
場
合
と
、
設
民

若
干
の
請
願
右
侠
て
日
初
め
く
る
民
投
票
を
行
ふ
の
場
合
と
あ
1

り
、
彼
右
義
務
的
谷
氏
投
票
と
云

札

V

ブ

ヱ

L
v
v
r
ム
ゆ
終
決
を
論
じ
叱
決
閣
総
散
の
減
ぬ
純
白
ト
ザ

ム
ハ
}
五

' 

E
L
;
1
;
2
1
i
 

p

，、
a

‘
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決
ー
し
な
れ
り
。

I 

け
る
岳
民
扶
宙
開
英
溜
脚
本
に

よ
れ
ば
銭
円
、
山
部
省
品
川
却
の

際

保

践

を

輿

ふ

る

と

と

に

闘

す

る

訟

徐

は

賛

成

一

七

四

λ
ムハ

O

R
封

ず

る

反

樹

plinaires dans l'arluOe suisso? ・…・・…・・

}
λ
に
て
否
決
、

二

O
九
一

第
一
一
、
餓
滋
曾
計
に
闘
す
る

法
律
は
賛
成
ニ
一
二
品
一
一
一
一

八
花
山
到
す
る
反
羽
目
七
六

五
七
四
区
て
娃
惚
、
第
一
一
一
、
W
平

和

主

闘

す

る

法

律

は

俊

成

七
七
一
六
ニ
に
謝
申
ソ
る
反

湖
一
一
一
日

O
丸一一一

λ
に

て

否

レ

ブ

ヱ

レ

ν
r
ム
の
得
失
を
論
じ
℃

hw
図
港
政
の
前
訟
を
ト
す

六
一
七

. . 
z 

e 

凶

mJ1j;~ 
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期
し
て
み
…
倒
乞
瓶
?
と
て
年
齢
二
十
歳
以
上
の
男
手
伝
じ
で
投
票
b
弘
行
は
し
り
。
各
投
票
人
に

は
筑
訴
を
決
A
Y
可
ぬ
い
)
絵
案
若
く
、
ば
決
議
の
本
支
配
交
付
じ
、
投
票
用
紙
に
は
耳
只
下
は
茶
々
'
事

件
仁
関
ず
る
脇
邦
泌
を
是
認
す
る
や
、
然

6.叉
は
不
ど
と
認
し
、
投
一
葉
uk-
は
単
に
然
J

り
叉
は
読
と

署
す
る
の
み
、
時
間
を
省
を
困
難
b
q，
除
く
が
然
、
同
一
投
票
用
紙
に
数
個
の
必
申
敢
に
封
ず
る
賛
否

を
記
入
せ
し
ひ
る
乙
と
お
J

り
、
十
一
一
一
一
民
に
掲
ヤ
る
は
一
八
九
六
年
に
恕
行
せ
ふ
ー
レ
ナ
ザ
ム
レ

Y

ダ
・

ム
用
紙
の
雛
形
に
し
て
、
貨
に
三
路
案
に
机
押
す
る
関
節
を
抗
迦
し
、
そ
の
第
二
鍛
議
合
計
に
闘
す

広
務
律
は
餓
滋
倒
有
の
準
備
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
食
る
砂
の
な
2
0
0

投
茶
終
か
で
各
態
収
恒

郎
十
り
町
村
に
於
て
は
、
第
一
、
名
簿
ド
登
録
せ
る

J

投
票
人
の
数
、
第
ニ
蛍
際
の
一
投
い
品
川
均
的
財
一
一
一
…
山

w
a
b
l・-}

投
…
開
示
せ
る
去
の
ー
も
数
、
第
四
、
百
と
投
票
せ
.
る
ρ
も
の

h

数
を
調
査
し
て
之
を
州
政
府
に
報
告
じ
州
一
・

政
府
は
一
具
に
も
ー
・
日
以
内
一
に
之
を
聯
邦
内
閣
に
港
建
し
、
内
聞
は
賛
否
の
数
b
u
A
2詑
じ
で
絵
渠
の

運
命
を
定
む
ツ
心
配
む
.
一
一
八
七
馴
釣
し
れ
い
船
外
b
w

絵
を
掠
舟
せ

10
よい
'
h
ノ
千
九
百
六
年
六
月
に
至

る
ま
で
港
探
的
決
公
此
.
投
薬
は
二
十
九
件
刷
の
法
律
抗
議
い
仁
川
到
し
て
行
は
れ
、
義
務
的
谷
氏
投
京
ば

十
八
悶
の
滋
法
修
廷
に
濁
し
て
試
み
ら
れ
・
大
1

り
。
乙
の
四
十
七
個
の
投
諜
は
一
ニ
よ
ト
ト
降
同
に
恕

，
行
せ
ら
れ
北
る
よ
ー
リ
、
一
年
一
同
州
閉
じ
常
れ
A
ソ。

レ

ブ

ギ

レ

ν
ダ
ム
の
得
失
注
総
じ
て
笑
悶
窓
政
の
前
途
を
ト
す

為
、
』
『
一

r
L

J

ノ
で
ノ

，
 

• 

、
.

4

h

日
公
民
投
票
仁
附
せ
ら
れ
セ
る
、
ニ
十
九
結
の
誌

持
の
・
う
も
そ
の
ふ
れ
篇
は
是
認
性
ら
れ
て
十
九
筋
は
者
決

3
れ
、
十
八
同
の
窓
訟
修
正
の
う
も
ト
ボ

ニ
同
は
是
認
せ
ら
れ
で
も
六
同
は
帝
決
せ
ら
れ
北
九
瑞
西
の
綴
織
に
徴
す
れ
ば
、
急
加
地
主
義
に

践
の
代
議
士
よ
y
り
ん
す
保
守L

的
な
る
事
費
は
説
明
せ
ら
れ
北
ょ
ッ
。

米
閣
の
各
州
に
於

t

で
蕊
訟
の
制
定
修
正
は
上
述
の
如
く
'
一
仁
之
を
レ
プ
お
レ
〆
〆
ム
に
訴

ふ
る
む
と
K
L
.
な
れ
る
が
、
延
に
一
歩
を
進
め
て
、
茶
々
の
案
件
は
之
を
設
民
投
W
M
に
附
す
可
し
と
ー

憲
件
前
じ
於
で
規
定
せ
る
あ
t
り
。
例
へ
ば
一
ん
七
一
一
一
年
の
ペ
シ
ジ
ル

γヱ
1

コ
ア
の
ω…
総
務
は
、

吋
州
の
首
府
の
所
抗
地
を
幾
真
ず
る
の
法
律
は
、
之
を
紘
一
選
康
仁
於
て
共
和
閣
の
幾
製
人
文
る

資
絡
乞
有
す
る
喝
の
弘
、
投
禁
に
附
し
、
そ
の
免
準
是
認
を
綴
る
仁
み
ら
み
vrJ
ん
ば
、
効
力
を
有
品
川
帽
子

ゐ
可
じ
』
と
規
定
し
、
爾
俗
務
州
の
窓
絵
仁
も
同
一
の
規
定
を
存
す

10
も
の
少
わ
ら
l
J
Y
o

丸
一

八
聞
六
年
の
ア
イ
オ
ワ
の
窓
絵
は
州
債
の
募
集
は
之
を
人
民
仁
諮
ら
た
一
る
一
円
か
ら
歩
と
規
定

し
、
ニ
ュ
!
ょ

i

グ
、
キ
ャ
リ
ア
オ
ル
ユ
ア
、
ィ
l
r
J
ノ
ナ
諸
州
も
次
で
之
仁
倣
ヘ
ー
り
。
そ
の
他
、
必
有

財
産
の
彪
分
、
銀

J

行
の
設
立
、
女
子
選
泉
棋
の
設
定
等
に
関
し
て
弘
後
持
投
票
&
必
要
と
せ
る
場

介
多
く
前
ダ
コ
タ
は
}
八
九
八
年
γ
ト

ウ

片

γ

ン
ト
ン
は
一
八
九
八
年
に
オ
レ
プ

ν
は
…
九

O

傾
け
・
局
総
体
、
経
費
増
加
を
招
く
可
き
法
律
、
内
容
の
俊
雑
な
る
務
律
は
概
し
〈
後
決
色
ら
件
後

3母

レ

フ

ヱ

レ

y
r
ム
ー
の
得
失
を
論
じ
て
安
岡
法
政
、
の
前
訟
を
ト
ず

六
一
九

e ， 
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レ

ブ

忽

レ

V
M
m
ム
パ
の
得
失
を
論
じ
'
て
英
図
滋
一
段
…
の
一
前
訟
を
ト
す

。
年
仁
一
レ
プ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
女
子
広
参
政
棋
を
興
ふ
る

E
を
掠
め
い
L
リ
。
、
平
ロ
品
数
吋

0
3ロω
一門

司
何
々
は
一
パ
九
六
年
一
の
セ
ン
ト
、
寸
前
イ
ス
大
合
以
来
、
熱
必
に
レ
プ
J
L
r
v
v
J
ダ
ム
の
披

4

肢
を
中
出
張

し
二
般
の

z

人
必
一
は
議
々
之
に
傾
け
1

り
。
否
唯
に
端
商

ι米
闘
と
に
於
け
る
の
み
な
ら
安
、
十
年
J

前
を
以
て
成
立
せ
る
漆
州
、
聯
一
邦
は
-
窓
徐
修
庄
の
場
A

げ
に
は
必
ホ
ノ
之
を
代
議
院
議
員
選
邸
中
人
の

投
漂
仁
訴
ヘ
、
州
の
字
数
以
上
に
於
け
る
、
選
泉
人
の
字
数
以
上
之
を
可

ιず
ふ
時
は
総
替
の
許
・

仁
混
迷
し
て
勅
裁
を
乞
ふ
可
し
と
定
め
た
J

り
(
百
二
十
八
依
)
。
叉
批
日
過
の
獄
律
ぶ
於
て
は
代
議

院
の
遜
渇
せ
る
絵
案
に
謝
し
て
'
元
老
院
の
異
議
あ
1
9
、
而
し
て
一
一
…
筒
月
の
後
代
議
院
一
丹
ば
之
ぞ

謙
遜
し
て
元
老
院
と
衝
突
す
る
時
は
総
督
は
元
老
院
と
代
議
院

ιを
共
に
解
散
し
、
新
議
舎
に

於
て
爾
院
の
意
見
合
致
せ
怠
る
時
は
、
南
院
議
員
…
蛍
に
曾
し
て
討
議
じ
、
法
案
修
一
止
と
が
も
多
数

決
に
よ
ム
ツ
て
之
を
趨
滋
せ
ば
印
も
雨
院
を
遜
逃
せ
る
も
の
と
見
倣
し
て
裁
可
ぞ
お
ふ
可
し
と

一
規
定
せ
J

り
(
五
十
必
修
}
。
而
し
て
そ
の
英
園
、
議
舎
の
協
賛
を
線
化
る
も
の
な
る
ζ

と
は
余
濯
の

殊
に
興
味
を
以
て
注
意
す
る
所
な
よ
リ
。
資
仁
ス
ア
、
代

y
u
-
-
メ

I

Y
の
加
を
は
一
八
八
一
九
年
其

『
民
政
論
』
一
位
於
て
、
レ
プ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
を
以
て
吋
最
新
の
民
主
、
的
議
明
』
な
p

り
と
し
、
一
息
苦
、
之

pw
以
て
民
主
的
態
説
の
蹄
謬
路
仁
隠
れ
る
唱
の
な
J

り

ι攻
撃
せ
し
が
、
y
y
チ
!
は
般
に
日
八

六一一
O

民七 、

ス
与
え
と
何
百
円
Mg

に

於

て

レ

プ

ヱ

レ

y
J
ダ
ム
の
能
く
立
路
部
の
腐
敗
を
矯

九
四
年
の
円
強
制
な
る

五
じ
-
政
z終
政
治
の
短
彪
を
補
ぴ
得
可
を
と
l
L
f
を
説
け
よ
り
。

‘週司曙

白鍵担・

H園田

メ

i

y

が
民
政
論
に
於
て
レ
ブ
ヱ
レ
ン
〆
ム
に
向
て
放
て
る
の
攻
撃
は
、
自
由
主
義
に
傾
け

る
英
閥
保
守
熊
員
の
意
見
を
代
表
せ
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
九
六
頁
乃
宏
九
八
百
只
に
於
て
池
べ

て
日
く
、
.
』

吋
余
議
・
は
敢
て
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
は
瑞
西
に
於
て
失
敗
せ
よ
ツ
と
云
は
ん
と
す
る
も
の
じ
あ
ら

歩
。
然
れ

E
Mも
成
る
可
く
接
待
の
制
定
の
行
は
れ
な
ら
ん
乙
と
と
欲
ず
ー
る
告
の
は
之
を
以

査
し
、
レ
プ
Z

レ
ン
ダ
ム
の
制
度
を
主
唱
叫
に
る
政
容
の
諜

期
‘
に
反
し
て
、
輿
望
仁
謝
は
ん
乙
と
を
期
し
て
議
舎
に
於
て
通
過
せ
る
法
律
は
、
人
民
の
投
票

に
よ
1

り
て
否
決

3
れ
、
痛
〈
そ
の
失
望
を
招
け
よ
ツ
。
そ
の
班
由
は
極
め
て
明
白
じ
し
て
、
一
般

て
成
功
な
よ
リ
と
認
ひ
る
を
得
ん
。

人
民
は
誘
設
に
動

h
V
3
れ
て
、
幾
一
草
の
必
要
を
戚
・
ず
る
乙
と
あ
る
可
を
替
、
運
動
漸
く
表
ヘ
而

l' 

し
て
法
律
制
定
の
絡
仁
就
き
、
そ
の
規
定
の
1

習
慣
、
思
銀
、
僻
一
見
、
利
害
と
相
背
馳
す
る
唱
の
あ
る

民
主
政
治

を
知
る
や
、
結
局
'
如
何
な
る
提
案
仁
も

叶
反
訴
』

の
投
票
を
な
す
に
澄
る
可
し
。

b
v

ブ

主

レ

V

F
ム
の
得
失
を
総
じ
て
英
協
議
政
の
前
訟
を
ト
ア

ム
ハ
ニ
]

F;れ山山川問ttnn 
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‘
レ
3
7
0
ぷ

レ
J

y

m
ス
ム
の
ひ
決
一
を
紛
い
じ
で
英
間
協
政
の
判
別
訟
を
.
ト
ず

は
縫
歩
的
政
関
な
弘

ιは
、
政
治
卒
者
の
謬
比
大
る
仁
一
渦
、
哲
、
J
P
J
o
'

試
み
、
に
思
六
英
関

K
L
て

~

ムハ
h

h

F

以

光
捺
を
撹
に
せ
し
め
，
、
英
閣
を
し
て
宮
枯
な
ら
し
め
し
喝
の
は
、
す
ぺ
で
少
数
者
の
施
設
に
係
、

れ
る
を
。
若
し
夫
れ
間
百
年
の
北
口
英
闘
に
於
て
港
怒
継
機
張
の
乙
と
安
施

3
れ
し
な
ち
ん

仁
は
、
宗
教
の
改
革
弘
行
は
れ
歩
、
非
闘
教
徒
の
存
立
を
宅
許

3
歩
、
憎
の
改
正
弘
行
は
れ
か
7
り

し
な
ら
ん
。
，
漆
汽
機
関
の
使
用
活
禁
止

3
れ
し
な
る
可
く
‘
今
日
に
於
て
喝
な
ほ
積
症
に
針
・

ず
る
反
濁
の
殺
な
を
仁
あ
ら
み
ア
以

E
0
・

4

メ
}
ン
の
攻
撃
の
要
紡
は
レ
プ
ど
レ

y

ダ
ム
は
倒
民
の
議
良
よ
t
り
衆
'mm
仁
訴
ふ
る
が
も
の

な
1
9
、
知
識
…
あ
る
喝
の
よ
・
0
無
相
官
の
唱
の
に
訴
引
か
る
唱
の
な

b
と
一
五
ふ
仁
在
p

り
て
、
そ
の
論
捺
は

然
れ
ど
宅
メ
ー
ン
は
一
万
来
民
主
政
治
を
嫌
惑
し
政
熊

決
し
て
薄
弱
な
1
9
1

と
云
ふ
可
か
ち
ゃ
/
。

政
治
を
信
佳
せ
ぎ
る
唱
の
、
而
し
て
此
攻
撃
を
レ
プ

X

レ
ン
ダ
ム
に
加
ふ
る
は
，
柳
れ
失
砂
闘
の
嫌

な
を
に
あ
ら
み
ず
J

O

i

査
し
議
論
の
一
義
鮎
は
英
図
今
日
の
民
主
政
治
拡
拠
採
の
利
害
上
L
U

打
算
せ

る
態
勅
に
よ

b.て
、
経
卒
仁
法
律
を
制
定
せ
し
り
る
を
以
て
得
策
と
な
ず
か
一
べ
勝
、
党
叉
二
時
の
思

潮
戚
情
仁
基
を
て
主
叫
獄
事
業
を
在
右
せ
ん
と
す
る
の
弊
容
を
矯
一
止
ナ
可
を
か
と
云
ふ
に
在

bo

日
八
三
二
年
の
選
泉
法
改
正
前
の
議
舎
は
時
祉
の
混
迷
に
作
ふ
の
改
革
を
行
ふ
能
除
、
d
'
h
し

‘E 

が、

~
λ
…
ニ
ニ
年
乃
至
六
六
年
の
間
仁
於
て
英
国
の
間
態
宮
支
配
せ
る
均
等
社
舎
の
議
一
合
-
G
亦

穏
健
な
る
態
度
を
執

b
J
l
d
y
オ
ジ
ト
の
所
部
)
依
会
な
る
行
動
は
悦
笠
な
る
考
慮
を
尚
武
し
食

る
の
結
果
に
し
て
、
政
治
上
の
難
問
を
解
決
す
る
仁
方
J

り
て
、
時
日
を
滋
起
す
る
助
は
之
に
濁
し

て
充
分
に
利
容
を
…
剖
究
ず
る
の
利
あ
r
り
と
の
訓
戒
堂
版
野
し
允

bo
然
れ
ど
も
今
日
の
英
悶

の
議
舎
は
会
く
蛍
時
の
議
官
と
そ
の
越
を
異
に
・
常
、
る
唱
の
あ
る
よ
'
り
¥
却
〈
レ
ア
エ
レ
シ
ダ
ム

を
以
て
日
之
が
行
動
佐
観
肘
ず
る
の
必
要
を
認
め
安
ん
ば
あ
ち
下
。

議
院
政
治
家
は
一
一
一
側
の
娘
ム
白
よ
ち
レ
プ
ヱ
レ

Y

ダ
ム
に
反
封
せ
ん
、
英
一
は
英
闘
の
総
選
泉
は
い

其
の
結
果
に
於
い
て
端
西
の
会
民
投
票
仁
同

b
と
公
ふ
仁
在
ら
、
然
れ
ど
弘
英
図
問
跡
、
政
の
資
際

、
乞
観
察
す
る
に
乙
れ
事
費
と
符
令
せ
な
る
の
ふ
一
一
口
な

b
。
勿
論
d
H
O
回
日
L
V
3
1
M
H
O
H
ω

切…日目、
HM
仏口
o
ぷ一口
mr

C

に
こ
一
石
田
口
を
唱
へ
て
、
風
ハ
論
の
剣
淡
を
求
め
捻
る
一
八
一
一
一
二
年
の
総
選
堺
は
、
一
事
費
に
於
て
…
レ

フ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
品
と
精
し
得
可
き
が
も
、
普
通
の
坊
令
に
於
て
、
総
選
堺
は
人
物
の
問
題

2
・
政
策
の
、

問
題
と
を
畑
山
ホ
ノ
る
の
常
な

J

ハノ。

日，

a・19

例
ば
ア
ス
キ
ス
、
バ
ル
ブ
オ

l

ア
雨
具
に
就
き
て
何
れ
を
首
相

大
ら
し
ひ
可
合
か
と
の
問
題
之
、
上
院
機
限
制
限
を
可
と
す
る
や
否
と
の
問
題
と
は
全
然
別
積

の
問
題
、
な
る
仁
、
総
選
慰
仁
際
し
て
は
之

k
混
同
し
て
越
感
人
の
剣
断
仁
訴
へ
ん
と
す
)

レ

プ

ヱ

レ

v
r
ム
の
得
失
を
論
じ
て
英
図
忠
政
の
前
・
訟
を
ト
す

加‘之ー

ムハ一一一ニ

哩 c， 

込山
ι吋一

一時九i
司

4

3

4
白
川
市

f

F

6

b

i

t

-

-
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加
政
策
の
問
題
は
決
し
て

レ
ァ
ヱ
レ

V

F
ム
の
得
失
を
論
じ
て
英
図
怒
政
の
前
2

途
を
ト
ナ

大
ニ
四

一
種
仁
止
-
党
ら
ー
ヂ
、
例
へ
ば
本
年
一
月
の
総
削
減
摩
仁
於
て
は
、
貴
放
院
は

憲
法
上
田
本
じ
て
廓
民
腕
の
混
迦
せ
る
財
政
泌
楽
に
却
し
業
民
意
に
副
駄
な
る
を
浪
曲
と
し
て

之
を
吾
決
す
ヲ
ゅ
の
椛
利
を
有
す
る
か
、
財
政
治
案
邸
中
り
腕
政
算
案
は
一
公
卒
賢
明
な
る
政
策
な
る
か
、

関
税
改
革
政
策
と
自
由
貿
易
政
策
I
C

の
利
害
得
失
如
何
、
貴
検
院
は
改
革
す
可
告
が
綿
花
駿
止

d一 正今一‘一、 . 匂- γ、ヲ匹、・， ，アド州、恥恰崎、.~・...-...-.，.. ・ 1杯予H・・材、吹.-.......~~.場叫.~を

ナ
可
廷
が
、
愛
蘭
に
封
し
て
は
自
治
を
許
す
可
き
か
、
女
子
に
参
政
棋
を
輿
ふ
可
を
か
等
の
諸
般

の
大
問
題
は
抗
供
せ
ら
れ
て
、
畑
地
慰
人
は
そ
の
敦
れ
に
就
て
賛
否
を
決
ナ
肝
ー
を
や
を
知

ι歩
吋
五

里
霧
中
仁
初
役
せ
る
の
税
み
p

り
を
。
内
閣
は
所
調
「
人
民
の
採
算
案
L

を
提
げ
て
密
闘
し
、
総
選
嬢

仁
於
て
百
ニ
十
四
葉
の
多
数
を
得
、
北
る
よ
1
9
、
謙
一
算
の
問
題
は
解
決
せ
る
が
如
ベ
見
え
し
唱
而

が
も
結
成
蘭
殺
は
本
来
珠
算
に
反
一
野
な
る
な
F

り
、
自
治
の
好
併
を
血
ハ
へ
ん
乙
と
を
約
し
て
交
挽
的
に

そ
の
賛
成
を
求
め
初
め
て
、
之
が
議
過
密
見
る
ふ
乙
得
北
る
に
滋
ぎ
ホ
J
O

故
に
一
九

O
九
年
度
の

畿
算
仁
蜘
濁
し
て
は
、
岡
民
の
意
志
を
代
表
せ
る
は
、
之
を
通
過
せ
る
民
選
出
榔
民
院

a

に
あ
ら
、
ポ
ー
し
て
、

総
選
惑
を
以
て
レ
プ
ヱ
レ
ン
〆
ム

之
合
一
合
決
せ
る
世
襲
質
検
院
な

6
3と
一
流
ふ
宅
不
可
な
し
。

に
等
し
と
一
五
ふ
の
袋
誕
な
る
は
敢
て
喋
々
の
締
を
要
せ
ホ
/
。

議
税
政
治
家
政
レ
プ
ヱ
レ

シ
ダ
ム
反
野
の
第
二
の
理
由
と
し
て
、
政
策
の
得
失
に
鞠
ず
る
瀧

感
人
の
見
識
は
お
切
論
}
顧
の
僚
、
だ
も
な
じ
、
選
感
人
は
唯
々
そ
の
選
出
す
可
を
議
員
の
人
物
如

仁、"~.山 ...~.~:.....~~~.;~l"'_日明E五時点

II"l:lfi幸子iおいそやi持

21: 

な
t
り
1

総
選
慰
が
人
物
の
選
様
を
潟
す
と
一
五
ふ
は
表
面
の
形
式
に
止
ま

b
、
そ
の
安
政
策
に
封

一
行
改
ん
と
す
る
が
も
の
な

b
と
は
司
、
『
北
米
共
和

し
て
一
意
見
宮
内
丸
設
内
閣
に
到
し
て
信
任
投
票
を
'
!

閥
b

の
著
者
プ
ブ
イ

λ

具
、
が
一
八
九
三
年
に
於
(
喝
破
せ
る
所
に
し
て
、
必
岡
崎
氏
は
夙
に
直
接

政
策
の
可
否
を
人
民
仁
訴
ヘ
ん
と
す
る
の

mgの
勃
興
し
来
れ
る
乙
と
を
設
け

b
o
r
j
j

議
院
政
治
家
汽
レ
プ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
広
一
以
封
ず
る

U
理
由
は
、
マ
グ
、
ヶ
ヒ
ニ

i

、
が
論
述
る
が
如
く
、

鹿
民
協
議
員
を
し
て
最
後
い
の
決
定
の
人
民
仁
よ

b
て
行
、
は
い
心
可
金
生
別
立
て
、
鉱
山
責
任
官
(
な
P
J

し
め
責
任
は

T
て
人
民
の
一
局
上
に
嫁
せ
ら
る
可
し
(
吋
古
河
内
向

O
S
O
S
L
o
g
o
o
p
o
i
m
i
i

ζ

れ
亦
傾
聴
す
可
法
の
攻
撃
な

6
と
脳
部

栄一一五

n
r
n
n
E
w
e
g
m
o
F
M
U
S
-
同
}
・
ゆ
0
・)
P

と
一
五
ふ
に
在
J

り。

レ

プ

ヱ

レ

1
1
F
ム
の
得
s

止
ハ
を
倫
じ
て
英
悶
窓
政
の
前
一
訟
を
ト
ず

仰
を
許
臨
し
、
首
相
と
な
ぷ
可
を
政
治
家
の
能
否
乞
駿
別
せ
ば
、
そ
の
任
務
は
了
れ
ら
と
一
五
ふ
可

く
凶
問
一
家
'
の
政
務
は
閥
民
の
懲
良
の
乎
に
委
ね
て
可
ー
な

6
2
0

是
一
一
理
あ
る
の
設
な
ら
-1ι
雌川市、

如
何
せ
ん
憲
政
の
組
問
、
花
る
英
闘
に
あ

.I

り
て
替
、
応
民
院
は
必
歩
し
私
人
物
の
粋
を
鎚
め
な
る

も
の
じ
あ
ら
さ
側
一
袖
数
字
乞
除
〈
除
、
は
微
々
、
北
る
議
人
ー
し
蝉
ん
が
な
さ
は
の
多
し
、
ζ

れ

候

補

!

L

1
〉
如
何
を
一
号
は
な
る
の
給
制
郊

を
推
選
す
る
に
二
万

b
て
媛
人
大
る
や
否
ゃ
に
重
き
を
置
を

j

f
・
4

和

|
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民
レ
プ
忍
レ

v
f
ム
の
得
失
を
絵
、
じ
て
英
v

鴎
・
滋
政
の
前

d

治

一

を

ト

ア

六

一

一

六

m
m
宅
橋
の
一
雨
而
を
は
ル
ー
ポ
ー
ん
ば
軽
々
し
く
断
定
を
下
す
ノ
可
わ
ら
歩
。
議
院
の
討
論
は
英
国
自
の

態
度
を
失
ふ
け
可
γト
V
I
ζ

一
五
ふ
は
、
準
一
覧
す
る
に
臆
断
に
過
ぎ
や
ノ
じ
て
、
両
し
て
他
方
じ
於

=a

で
は
岡
民

の
閉
じ
安
倍
の
念
を
喚
却
す
る
を
得
可
く
ん
ば
、
ζ

れ
寧
ろ
レ
プ
工
レ

Y

ダ
ム
の
功
績
な
?
り
と

総
ひ
可
を
に
あ
ら
な
る
わ
、
レ
ブ
ヱ
レ
シ
ダ
，
ム
は
一
苅
来
民
窓
会
務
表
せ
し
り
る
の
方
訟
な
れ
、
ば
、

民
主
政
治
の
行
は
る
1
h

閥
家
は
勿
論
、
立
憲
君
主
制
の
干
に
於
て
弦
民
意
宏
重
ん
皆
、
ヂ
ん
ば
あ

る
可
が
ち
ぎ
る
な
よ
リ
。

.f 

然
れ
ど
宅
レ
フ
ヱ
レ

Y

〆
ム
に
机
刻
し
て
議
活
激
烈
に
反
濁
論
を
唱
ふ
る
は
誕
曾
主
義
者
九
革

命
主
義
者
に
し
て
、
吋
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
反
針
論
』

1

〈
題
ず
る
小
川
御
子
中
に
論
、
ヂ
ち
〈
、
.
ド

吋
レ
ブ
ヱ
レ

Y

ダ
ム
安
施
の
結
果
は
自
由
撲
の
不
利
箔
と
な
ら
ん
。
悲
し
i

如
何
な
る
改
革
を

行
は
ん
と
す
る
に
方

b
て
唱
、
之
を
レ
プ
ヱ
レ

y

ダ
.
A

に
附
し
て
、
激
烈
な
る
反
針
運
動
を
生

安
る
時
は
、
之
に
封
抗
し
〈
之
を
懸
伏
し
得
る
に
日
比
る
の
熱
必
な
る
賛
成
者
を
得
収
綿
一
わ
ら
ん
。

人
民
の
総
選
惑
に
於
て
投
票
す
る
や
、
枇
舎
上
政
治
上
幾
多
の
改
革
の
殺
に
投
票
す
る
や
、
そ

.
の
改
草
に
封
ず
る
熱
必
の
程
度
は
人
に
よ
p

り
、
問
題
一
に
よ
よ
リ
て
非
常
の
相
迷
あ
る
可
〈
、
敬
一
古
川

誌
の
改
革
を
熱
望
す
る
の
人
必
下
し
，
越
沼
事
苑
許
法
改
疋
を
欲
せ
品
p
d
資
老
年
金
制
の
鴛
成

誠
み
に
叶
閉
山
ヘ
、
自
由
撲
内
閣
が
附
持
論
を
終
れ

て
制
定
せ
ん
と
せ
る
一
大
改
革
案
の
、
賞
後
院
の
一
台
訴
す
る
所
1JC
な

J

り
た
る
の
日
を
吋
し
て

¥
設
仇
の
結
果
、
と
し
〈
レ
ブ
ー
レ
ン
〆
ム
の
慰

Lydふ
ふ
上
、
と
な
'
h

ノ
に
ふ
の
ー
を
一
改
革
の
潟

に
不
利
を
蒙
v'
心
可
き
も
の
は
武
俊
を
散
布
し
て
民
Y

心
を
腐
敗
せ
し
め
、
紛
悶
雑
誌
は
紘
一
実
曲

，
筆
・
し
て
人
民
の
私
利
必
吃
飲
無
し
、
改
革
案
を
否
決
せ
し
ひ
る
乙
と
あ
る
可
し
。

る
、
政
府
は
果
し
て
如
何
に
・
彪
決
ナ
可
を
ム
が

o』

者
、
愛
隣
自
治
の
反
濁
者
、
大
る
乙

ιあ
る
可
し
。

事

教

に

淫

i言*と
巴司 U 

二
百
以
て
之
を
覆
へ
ば
、

と
一
五
ふ
に
在
L
リ。

句
人
民
は
敵
味
な
る
が
故
に
レ
プ
ー

レ
ン
ダ
ム
を
行
ふ
に
漉
せ

抑
も
政
議
員
、
花
る
も
の
は
我
撲
の
意
見
を
天
下
仁
強
ゐ
、
我
鎮
の
人
物

を
以
て
要
路
を
占
め
ん
と
す
る
も
の
仁
〈
阿
一
家
を
粧
し
と
な
し
、
議
減
少
}
童
心
と
な
す
の
常
な

れ
ば
語
人
中
の
，
M
県
人
な
る
枇
合
さ
ま
ぬ
が
、
か
く
の
如
き
の
山
一
一
口
僻
&
弄
す
る
は
敢
て
怯
む
乙
ー

を

要

せ

で

但

し

枇

合

主

義

の

理

徳

之

民

主

々

議

の

理

想

と

の

納

盤

相

続

れ

合

る

も

の

な

る

乙
と
は
、
次
第
に
明
白
と
な
れ
ら
。
-
一
枇
合
主
義
は
専
門
家
の
継
威
を
以
て
政
治
を
行
は
ん
と
す

…
般
の
繁
撲
を

，123 

る
に
反
し
て
、
民
主
ふ
議
は
個
人
伐
自
由
を
保
識
し
個
人
の
精
力

J
競
艇
仰
し
て

兎
に
角
、
「
レ
ブ
ー
レ
シ
ダ
ム
反
掛
川
論
』
の
論
者
は
政
滋
の
践

、
六
一
一
七

助
長
せ
ん
と
す
る
も
の
な

bo

シ

ブ

主

レ

v
r一
ム
の
得
失
を
論
じ
て
英
関
滋
政
の
一
一
一
前
途
る
ト
・
ず

J
p
y
 

h

l

a
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f
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レ

ブ

X

レ

ν
ダ

ム

の

符

失

を

論

ー

じ

て

英

閥

感

激

の

前

ぬ

簡

を

ト

ず

!

大

二

八

回
畑
専
横
を
厭
え
る
人
々
を
し
て
続
々
レ
ブ
ト
ヱ
レ

y

ダ
ム
の
必
要
な
る
乙
と
を
般
信
一
せ
し
む
る

唱
の
と
云
ふ
可
し
。

-ーレブブ

Z
R
レ
シ
ダ
ム
の
反
鈎
論
者
以
異
口
同
音
仁
呼
ん
寸
日
く
が
、
?
ゐ
新
制
は
英
岡
仁
於
て

拡
鷲

r

純
ナ
可
く
弓
あ
ら
ヂ
と
。
但
し
、
そ
の
意
義
は
白
わ
ら
三
様
仁
解
稗
セ
ら
る
可
し
、
削
も
(
錦

之
英
岡
仁
於
て
政
立
法
上
の
手
線
に
よ
L
ツ
て
レ
ブ
ヱ
レ

y
グ
ム
採
用
の
目
的
を
渡
し
得
可
を
・

制
皮
を
泣
つ
る
能
は
?
と
の
意
義
仁
電
線
緯
せ
ら
る
可
し
、
抑
唱
レ
ブ
ヱ
レ
ン
〆
ム
制
定
の
一
第

一
の
臥
的
拡
議
舎
の
逝
滋
せ
る
絵
俸
の
果
し
て
図
的
意
と
令
致
せ
る
や
否
を
、
確
一
め
ん
と
す
る
に
，

あ
の
て
、
職
西
の
憲
絵
は
資
に
此
粉
紳
密
接
揮
せ
2

り

。

而

し

て

此

目

的

配

建

せ

ん

と

せ

ば
J

レ
プ

ヱ
レ
シ
ダ
ム
泌
を
制
定
し
、
附
表
に
列
記
せ
る
鋲
枠
の
修
正
は
す
べ
て
雨
院
議
泌
の
後
、
文
ら
♂
と

号
、
選
勝
人
泌
字
数
の
承
認
を
経
大
る
後
仁
あ
ら
ま
れ
ば
、
鉱
山
数
な
L
り
、
日
一
時
々
の
乎
絞
を
履
ま
診
る

唱

の

は

裁

剣

所

の

列

決

に

よ
t
り
て
無
数
之
な
る
可
し
と
規
'
定
す
れ
ば
邸
も
可
な
F

ハ
ノ
柑
叉
濠
捌

窓
絵
仁
規
定
せ
る
が
如
く
、
上
下
雨
院
衝
突
の
際
に
於
け
る
、
葛
藤
を
解
決
す
る
の
目
的
仁
向
て

る
、
レ
プ
主
レ

y

ダ
ム
絵
の
制
定
困
難
に
あ
ら
ホ
ノ
、
印
私
-
泌
俸
を
制
定
し
て
、
上
下
同
院
に
、
総
執
を

¥
起
せ
る
路
案

f

を
執
七
、
レ
リ
プ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
仁
附
す
る
℃
と
を
要
求
す
る
の
棋
を
附
興
ず
れ
ば

可
な
1
り
o

n
沼
一
八
八
二
年
以
来
一
一
九

O
九

年

迄

牛

洋

大

島

ふ

法

律

皐

滋

授

k
b
L、
英
樹
一
議
結

尊

者

の

泰

斗

ダ

イ

ジ

i
氏

の

本

年

四

月

の

吋

グ

オ

1
タ

1
リ

l
b

に
・
於
(
'
線
々
論
越
せ
る
が

如
く
、
注
、
ま
で
困
難
な
る
に
あ
ら
や

J
O

叉
(
第
一
一
ご
定
の
法
案
乞
執
て
之
を
一
法
律
大
ら
し
り
可

ie

t主的.;;;~-守口先'
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や
否
に
就
・
て
、
港
惣
人
よ

P
O
賛
否
の
意
見
を
慨
す
る
は
、
不
可
能
な
ム
ツ
と
論
ー
ポ
ノ
ふ
唱
の
あ
れ
.
ど
、
由

来
外
閣
の
制
成
は
英
闘
に
趨
用
し
難
し
之
一
五
ふ
は
、
英
人
の
白
零
的
僻
見
ぶ
し
て
、
瑞
商
仁
於
べ

米
岡
各
州
仁
一
於
て
叉
漆
洲
に
於
て
資
行

3
る
h

の
制
皮
に
し
て
長
英
闘
い
ト
賢
絡
す
可
か
ら
な

る
の
理
あ
ら
ん
や
。
最
後
に
(
第
三
)
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
の
制
を
賢
施
す
る
時
は
、
今
日
の
政
栄
政

治

の

後

述

を

妨

げ

運

用

を

傷

あ
Ir--

論
ホ
J

る
替
の
あ
ん

J
O

乙
れ
大
に
然
F

り11

然
)
り
と
雌
も
突
閣
の

政
廷
は
日
本
の
政
紫
の
如
.
く
幼
稚
な
る
唱
の
に
あ
ち
一
歩
、
防
〈
政
界
右
中
斤
一
有
す
る
の
安
機
を
握

れ
る
が
放
に
、
英
人
の
う
ち
に
は
惇
ろ
政
数
政
治
の
闘
認
の
利
努
i
L

一
致
せ
な
る
を
愛
ふ
る
も

の
あ
L
リ
ベ
一
援
に
於
一
て
が
、
仰
も
レ
プ
ヱ
レ

Y

ダ
ム
の
制
皮
を
採
用
し
て
、
政
熊
政
治
の
紋
紡
を
補
び

そ

の

帰

京

の

議

炭

を

抑

制

せ

ん

t
E
を

期

せ

る

な

'90

.

0

〆
イ
ジ

l

氏
は
瓦
仁
、
レ
ナ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
制
度
の
採
用
は
、
婦
人
参
政
機
問
縮
、
愛
蘭
問
題
l
L
異

、
レ
プ
ヱ
レ

v
r
ム
の
得
失
を
論
じ
て
英
関
・
県
山
政
の
前
途
を
ト
ザ

六一一・九

ド. 
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レ
ブ
ヱ
レ

y

F
ム

の

得

失

を

怜

じ

℃

茨

間

関

慾

政

の

前

訟

を

卜

ず

J

り
て
誠
織
的
に
之
を
資
施
F
U
得
一
司
く
、
叉
貴
族
院
の
欧
主
ー
比
例
代
表
制
・
の
安
施
等
の
如
き
も
問
題

と
相
雨
立
し
得
可
を
弓
の
な
J

り
を
の
前
提
を
錦
、
げ
て
、
英
閣
に
於
て
レ
プ
ヱ
レ

y

グ
ム
を
採
用

す
可
を
直
接
の
理
由
を
次
の
ご
鮪
に
求
め
文

6
0
・

、

、

，

一

九

第
一
、
英
図
の
現
放
に
あ
λ
ツ
て
は
、
重
要
問
題
に
闘
し
て
民
意
を
明
確
に
議
表
せ
し
め
，
難
を
に
、

レ
プ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
は
之
を
能
(
せ
し
め
得
可
し

Q

第
二
、
政
撲
の
糠
カ
…
は
議
ん
々
鴻
大
を
加
へ
ん
よ
し
』
ず
る
の
勢
あ
る
が
之
を
抑
制
し
得
可
き
唱
の

六
三

O

、
は
唯
レ
プ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
あ
る
の
ら
。

民
主
制
度
は
依
紡
な
き
仁
し
唱
あ
ら
診
る
可
し
、
然
れ
ど
宅
現
代
思
潮
の
聞
に
立
も
に
て
、
談
合

の
経
卒
な
る
行
動
を
型
肘
せ
ん
と
せ
ば
、
之
・
を

a

民
主
偽
信
念
戚
情
と
相
一
致
す
る
の
方
策
に
'
於

て
せ
a

診
る
可
か
ら
み
yo

吐
い
叉
、
英
国
じ
於
て
ほ
愛
鴎
削
減
出
議
員
比
較
的
多
数
な
る
が
殺
義
民
投

.
1

慕
に
依
ら
歩
ん
ば
、
以
て
る
卒
に
英
蘇
愛
一
一
…
蘭
選
翠
民
の
意
向
那
議
に
存
ず
る
や
を
究
め
難
し
九

一
台
轡
に
英
闘
に
於
て
然
る
の
み
花
ら
-
一
夕
、
猫
一
巡
に
於
て
も
然
λ
ツ
と
一
五

4

ふ
可
ー
く
、
昨
年
帝
園
、
議
舎
に

於
て
ど
ユ
ー
ロ
}
政
府
提
出
の
相
綾
税
法
改
正
案
の
否
決

3
る
、
ゃ
、
フ
ラ

Y

一
一
グ
フ
ル
タ
人
ツ

ア
イ
チ
シ
グ
は
絵
案
反
到
の
投
票
を
然
せ
る
議
員
の
数
は
百
九
十
五
人
な
る
も
之
を
滋
胞
や
せ

.
ふ
有
機
者
の
放
は
三
百
九
十
九
前
向
ご
千
レ
七
万
三
十
四
人
に
し
て
、
賛
成
の
投
諜
十
}
錦
せ
る
議
員

め
駁
は
百
八
十
レ
心
人
な
る
も
之
を
滋
壊
せ
る
有
機
-
殺
の
数
は
六
百
九
十
四
一
尚
八
千
五
百
五
十

二
入
、
創
も
越
感
人
よ
よ
り
云
〈
ば
反
灘
間
に
封
ず
る
賛
成
お
の
率
を
示
せ
ん

-o

選
泉
訟
の
究
会

な
ら
診
る
限

b
、
る
民
投
禁
に
依
ら
み
恥
/
ん
ば
呉
の
民
設
を
確
り
広
に
よ
し
な
く
J

附
し
て
人
事
の

常
と
し
て
港
泉
絡
の
完
全
は
到
腐
期
す
可
か
ら
歩
。

且
叉
レ

プ
ー
レ
ン
〆
ム
に
依
る
時
は
投

一
間
訳
者
は
、
議
滅
的
精
神
じ
腕
ら
れ
て
不
本
意
な
が
ら
反
封
の
法
案
に
賛
成
す
ふ
が
如
き
乙
と
な

，27 

か
る
可
を
も
、
目
下
の
制
皮
に
於
て
は
愛
蘭
自
治
仁
反
艶
な
る
幾
堺
、
人
も
、
関
税
欧
諸
ー
を
厭
ふ
が

鋳
自
治
の
安
行
を
期
す
る
ア
ス
キ
ス
内
閣
の
黛
輿
を
選
出
す
る
の
奇
制
仰
を
長
ナ
可
じ
。
但
し

政
府
の
政
策
の
任
決
せ
ふ
れ
捻
る
後
、
内
閣
の
な
ほ
留
侵
せ
ん
乙
と
は
、
現
代
の
英
人

MLA--て

は
不
都
合
な
f

り
と
認
め
ら
み
可
念
式
少

Y

Y
ト
の
如
を
変
-
紘
一
数
ば
そ
の
提
案
の
議
命
同
氏
絞
れ

ら
作
念
。
る
に
拘
は
ち
歩
、
放
て
掛
冠
せ
ん
と
だ
が
も
せ

lJY
補

し

て

蛍

時

の

英

人

以

之

を

見

〈

議

も

陸
、
と

C
6
3現
在
瑞
習
に
於
て
は
る
民
投
票
の
結
果
仁
よ

J

り
て
内
閣
の
瓦
迭
を
招

)
J
1
1

が
如
ー

レ
と
な
く
、
蛍
路
の
大
限
は
民
意
に
遜
て
施
政
の
局
に
・
鴬
1
9
っ
、
あ
ん
。
レ
ブ
ー
レ

y-
〆

1

品
質

施
の
除
、
政
栄
町
閣
制
の
起
用
上
不
侠
砂
な
が
ら
か
γ

る
可
を
は
勿
論
ム
一
一
日
を
侠
校
歩
し
て
明
な
る

レ

フ

エ

レ

ジ

ダ

ム

の

得

失

を

論

じ

て
J

突
]
閥
窓
政
円
の
前
一
途
を
ト
・
ず

A
h
r

一一一一

、、



-可、『4

・4
4

4

3
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=
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・

』
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レ

プ

旦

レ

y
p
ム
の
・
得
失
を
論
付
U

て
楽
関
一
昨
惜
敗
の
前
訟
を
ト
ア

可
を
落
、
感
能
府
潟
の
人
物
を
'
常
仁
大
限

ιし
セ
戴
く
は
寧
ろ
凶
民
の
法
・
煽
と
す
可
を
に
あ
ら

mω

ふ
に
民
主
政
治
の
最
悲
厭
ふ
可
を
は
、
政
設
に
よ
λ

ツ
川
て
腐
敗
を
来
、
せ
る
民
政
な
!
?
、

会
」
る
か
。

レ
ブ
ー
レ

γダ
ム
に
し
て
具
一
止
の
民
窓
を
接
表
し
て
、
政
紫
の
専
横
を
抑
制
す
る
を
得
ば
之
最

悲
願
は
し
き
?
と
な

b
と
云
ふ
可
し
一
目
下
白
由
紫
内
閣
は
貸
放
院
の
椋
阪
を
制
限
し
て
英
闘
を

ル
判
じ
て
事
賢
一
院
制
の
政
機
の
下
に
立
食
し
め
ん
と
期
せ
る
い
が
、
一
院
の
蹴
底
は
穏
健
な
る
祉

合
多
数
の
却
て
際
ば
か
ら
W
C

る
所
、
設
仁
於
て
か
、
帝
閥
主
義
の
熱
必
な
み
反
蜘
論
者
に
し
て
、
数

ば
健
祭
む
附
し
て
自
由
主
義
の
匁
に
奮
闘
せ
る
ホ
プ

y
.
y
の
如
き
を
し
て
し
プ
ヱ
レ
ン
〆
ム

(出

o
g
g
h
吋

v
o
n円内野

om
口
V
O吋
O
M目
的

8
・
0
G
O
V

〉

制
の
採
用
を
主
張
せ
し
り
る
に
一
念
れ
る
な
J
9
0

議

愛
関
自
治
法
案
の
一
八
九
二
年
資
放
院
に
於
て
否
決

3
る
h

や
、
資
放
院
を
欧
草
せ
よ
然
ら

安
ん
ば
嬢
止
せ
よ
と
の
搬
論
は
士
主
張

3
れ
し
が
、
九
十
五
年
の
総
選
感
の
結
果
は
却
て
品
窓
の

寧
ろ
世
襲
的
資
放
院
に
よ
よ
ッ
て
代
表
せ
ち
れ
北
る
を
示
せ
2

什
ノ
。
昨
年
度
珠
算
案
否
決
の
結
果

と
し
て
懇
行

3
れ
な
る
本
年
一
月
の
総
慾
感
電
亦
-
仔
細
に
観
察
す
一
ご
と
を
は
、
問
…
の
現
象
を

反
覆
せ
る
対
も
の
な
る
と
と
以
上
越
せ
る
が
如
し
。
設
に
於
い
て
か
ヱ
ド
ワ
ー
ド
七
世
崩
御
後

開
始
3
れ
允
る
憲
絵
協
議
合
仁
於
て
、
上
院
問
題
仁
闘
す
る
朝
野
雨

F

総
領
袖
の
交
渉
漸
〈
困
難

な
ふ
ん
と
す
る
や
、
所
栂
必
ず
鮪
は
之
を
レ
プ
ヱ
レ

γ
ダ
ム
に
訴
ふ
可
し
之
の
読
を
生
時

b
o
h
r

く
℃
十
一
月
一
一
一
日
第
半
九
同
の
舎
散
を
開
く
や
、
タ
イ
ム
ス
は
乃
も
爾
紫
篠
執
の
中
必
鮎
セ
る

愛
鶴
自
治
問
題
は
之
を
レ
プ
ヱ
レ

y

ダ
ム
に
よ
y
り
て
解
決
す
可
を
乙
之
、
な
し
、
以
〈
爾
議
の
.

む日高司、土

J
o
s
-
民
レ
プ
主
レ
シ
ダ
ム
の
結
果
自
治
薬
の
必
歩
否
決

3
一

妥
協
を
灘
、
ポ
ノ
可
し
と
惣
搭
晴
、

y
t
1
4
4予

i
b
可
ゆ
己
を
芯
ふ
十
、
政
府
の
之
に
耳
を
傾
〈
る
の
意
な
か

6
し
が
匁
め
協
議
舎
は
滋
に
失
敗
に

了
れ

60
貴
族
院
の
在
野
猿
首
倣
ヲ
シ
ズ
ダ
ウ

y

卿
は
、
政
府
の
上
院
否
決
糠
制
限
法
案
に
濁

し
て
、
決
議
案
を
提
出
せ
し
に
、
乙
の
決
議
案
は
政
府
紫
上
院
々
内
総
理
グ
リ
ユ
!
卿
の
反
潤
を

受
け
歩
十
一
月
二
十
五
日
分
班
を
行
は
歩
し
て
鶏
逃
せ
ら
れ
に
よ
り
。
而
し
て
乙
の
決
結
泰
は

(
第
ご
財
政
に
闘
す
る
法
案
に
濁
し
て
は
、
貴
，
族
院
は
之
を
否
決
し
修
正
命
ず
る
の
機
一
利
を
放
棄
し
、

法
案
の
果
し
て
純
粋
の
財
政
法
案
な
る
や
奇
や
公
開
・
題
は
之
を
雨
院
相
令
同
し
て
之
を
定
む

;:j; 

可
し
、
(
第
一
一
)
若
し
財
政
法
案
以
外
の
議
案
仁
つ
を
ニ
曾
期
引
総
念
、
雨
院
の
意
見
一
致
ぜ
合
ゐ
時

以
雨
院
相
令
同
し
て
之
を
議
決
す
る
が
お
く
ば
レ
ブ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
に
訴
ふ
可
し
と
の
極
意
よ

tr
成
れ
I

り
。
是
レ
プ
ヱ
レ

Y

ダ
ム
め
制
度
を
採
用
せ
ん
と
の
提
案
に
し
て
、
涼
洲
窓
訟
の
規
定

29 

b
v

ブ
旦
レ
ソ
〆
み
の
得
失
を
論
じ
て
英
図
窓
政
の
前
途
を
ト
ず

i

六一一一一一一

， 



与i!

f:+ 

t' 

t 

t 

s 

r，; 
{ 

'.~i:'!!￥:泌抑制主主主帰l詳細銭却はせ削除、締結糊嚇期予知閥的混桝市L明害事終常務崎明慨が崎製~~ìi底部続常事部r-3網膜写書者宝臨時時E時間叫叩内i間町叫九

大
口
一
四

‘U』
F

a

一
勧

{

姐

'

1

・

、

1

・'
j

e

j

t

l

2

!

.

1

1

・

!

:

i

、

1

M

‘

ー

・

ー

-

一

‘

l

‘

』

'

t

J

1

l

Y

4

-

a

 

r

，

t

l

!

 

• 

. 30 

レ
ブ
旦
レ

V

ダ
ム
の
得
失
を
総
じ
て
笑
間
態
改
め
前
訟
を
ト
?

ぷ
紋
拡
ん

i
ナ
る
に
過
ぎ
か

v

れ
ど
、
資
放
院
に
於
て
有
の
決
議
案
の
可
決
そ
見
る
仁
査
よ
ツ
し
は
い

如
剃
ぷ
英
闘
の
山
一
芯
絵
問
題
に
闘
す
る
紛
争
が
念
特
直
下
の
勢
を
以
て
形
勢
の
強
化
石
仏
口
十
五
・

不
安

b
し
ゃ
を
説
明
す
る
一
唱
の
な

b
。
本
年
一
一
一
四
月
の
交
に
あ
か
て
は
、
…
仁
上
院
改
革
案
乞
一

以
〈
一
一
政
府
の
上
院
総
際
制
限
案
に
い
劉
抗
せ
ん
と
せ
る
保
守
設
は
会
く
そ
の
態
度
を
豹
幾
ず
る

l
t
♂
れ

b
J
レ
フ
ヱ
レ
シ
ダ
ム
が
品
一
一
ω
縫
的
立
法
十
}
防
渇
じ
得
一
る
は
、
端
西
の
資
例
の
示
す
所

な
れ
ば
~
保
守
紫
の
名
士
ヒ
ュ
ト
、
セ
ジ
一
ル
卿
の
如
き
は
、
本
年
必
月
の
グ
オ
ー
ダ
ー

y
I
に
匿
名
の

a

寄
稿
上
匁
し
¥
雨
院
衝
突
の
際
は
総
榔
思
想
よ

b
は
寧
ろ
、
レ
ブ

Z

レ
シ
ダ
ん
乞
可
と
す
と
の
意
見

合
述
べ
し
が
、
↓
プ
ヱ
レ
シ
〆
ム
の
問
題
は
意
外
に
宅
速
に
資
際
問
題
之
な
れ

bo

議

舎

は

低

十

一

バ

サ

八

日

を

以

て

解

散

せ

ら

れ

た
ιッ
。
…
仰
は
〈
7

同
の
総
選
恕
は
例
入
の
所

前
y
b
M
L
U
V
1
ト
(
侠
議
の
)
仁
あ
ち
ホ
ヘ
議
恕
人
以
ア
一
人
キ
ス
仁
針
ず
る
弓
ベ
ル
ブ
庁

i

ア
に
潤

ナ
J

i
、
政
て
人
物
の
上
よ

b
去
就
を
定
ひ
る
の
袈
な
く
、
投
票
以
一

-F賀
際
問
憾
に
よ

b
て
…
左

右
せ
ら
れ
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
ん
，
。
然
る
に
そ
の
問
題
や
し
極
め
て
多
岐
に
沙
ー
グ
、
且
仰
れ
也
霊

区
波
お
一
一
沙
も
の
な
る
が
上
、
野
働
者
の
問
仁
は
職
工
組
合
の
基
金
を
政
治
上
の
巡
動
に
丸
出
せ
注

ιー
か
ら
?
と
て
、
ォ
ス
ポ

i

y
事
件
の
剣
決
仁
異
議
を
披
ひ
唱
の
と
、
然
ら
な
る
も
の
と
の
間
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vh
窓
見
の
衝
突
あ
1

り
、
愛
蘭
人
の
附
に
は
従
ら
に
政
治
工
の
自
治
問
題
仁
熱
中
し
て
司
呉
の
愛
蹴

の
利
箱
、
を
悠
諸
に
附
す
る
は
不
可
な
ん
之
主
張
す
る
中
4

1
プ
ブ
イ
ヱ

y
、
ヒ
]
レ
!
の
一
波

J4

・
レ
吋
ノ
ド
モ
ン
ド
の
一
一
蹴
.
と
の
問
い
や
激
烈
な
る
反
日
行
拡
れ
つ
t
h

あ
t
り
。
然
れ
共
要
す
る
V
L

官

一
面
の
大
問
題
は
土
院
権
限
制
限
問
題
批
と
一
五
ふ
可
く
、
而
じ
て
之
と
密
銭
の
閲
係
あ
る
愛
隣
自

治
案
は
英
岡
越
感
人
の
問
仁
不
人
昭
一
な
れ
ば
、
統
一
縫
に
し
て
若
し
、
北
部
工
業
地
方
滋
に
労
働

者
、
消
費
者
の
問
に
不
評
剣
な
る
関
税
改
革
問
題
を
一
一
次
的
政
綱
、
党
ら
し
め
ん
が
政
機
克
復
の

希
望
絶
無
な
ん
と
一
本
ふ
可
か
ら
歩
。
自
由
議
内
仁
あ
t
り
て
宅
政
府
の
上
院
攻
撃
'
T
好
す
、
企
る

者
あ

b
、
サ
一
一
月
二
十
凶
日
ド

o
a
E
F
U
m念日
O
H
K
O
え
戸
13吋
仏
乱
。
(
九
百
六
年
授
岱
部
資
校
)
以
下
八
名
、

下
院
議
員
二
名
、
前
代
議
士
八
名
は
同
誌
と
行
動
を
共
仁
せ
な
る
と
を
薮
表
せ

bo
設
に
於
て

か
統
一
黙
の
幹
部
仁
あ

b
て
吹
上
院
問
題
と
受
蘭
問
題
と
を
挽
げ
て
政
府
議
に
嘗
る
に
決
し
、
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議
舎
の
解
散
せ
ら
お

L

ゃ
、
自
由
貿
易
論
者
、
花
る
峡
及
前
抑
制
督
グ
ロ
ー
マ

I
卿
停
は
北
部
主
業

地
方
の
人
必
を
牧
滋
す
マ
れ
が
潟
ゎ
、
今
同
の
総
幾
泉
に
於
て
保
守
z誌
の
勝
利
に
蹄
ず
る
も
、
保
守

熊
は
レ
ブ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
を
以
て
一
具
め
て
岡
兵
の
輿
論
を
確
め
北
る
後
に
あ
ら
ポ
/
ん
ば
、
保
護
主

義
の
関
税
改
革
案
を
議
舎
に
拠
出
す
る
?
と
な
が
る
.
可
し
と
主
張
し
、
バ
ル
ブ
オ
}
ア
唱
亦
之

k
t

レ
プ
氾
レ
シ
ム
の
得
失
を
論
じ
て
茶
園
協
政
の
前
訟
を
ト
ず

大一一一五
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レ

ア

ヱ

レ

ν
ム
の
得
失
を
総
じ
て
英
閣
議
政
の
一
品
川
法
ト
を
ず

容

れ

北

rF、
而
て
バ
ル
ブ
・
庁

l

ア
の
閥
税
改
革
問
題
・
は
之
営
レ
プ

f
x
b
y

〆
ム
に
附
・
す
/
可
し

ι

宜
、
令
す
る
や
、
保
守
議
員
は
盛
に
歓
喜
の
概
略
を
揚
げ
、

f
i
l
-
-、
〆
[
ル
の
如
を
は
、
品
品
質
に
ほ
白

熊
を
招
伏
せ
し
む
る
弓
の
に
し
て
、
自
由
殺
の
陣
形
之
が
潟
に
撹
乱
せ
ら
，
料
化
t
り
と
狂
喜
せ
ljJO

自
由
議
内
閣
は
蛍
湖
上
ム
ツ
レ
ア
ヱ
レ
シ
ダ
ム
に
反
脅
し
、
ロ
イ
ド

d
ヨ

!

?

は

十

一

月

ゴ

十

二
日
の
銭
舎
に
於
て
、
若
し
今
後
根
本
的
改
革
政
策
を
安
行
せ
ん
と
ず
る
に
瞥
ウ
バ
停
に
之
が
得

失
如
何
を
レ
ブ
ヱ
レ

Y

ダ
ム
に
依
て
決
す
る
に
於
て
は
、
岡
民
は
共
皮

δι
に
二
百
世
間
稼
の
科
e

料

に

廃

せ

ら

る

可
p
入
所
常
わ
く
の
'
却
を
は
申
出
政
髄
を
じ
て
、
天
下
附
笑
の
府

a
i

花
ら
し
む
る
替

の
な
J
O
J
i
唱
ヘ
、
首
相
ア
ス
キ
ス
紘
一
選
翠
演
説
に
於
て
レ
ア
ヱ
レ
ン
ダ
ム
貸
織
の
結
果
、
下
院
は

一
績
の
討
論
曾
と
化
し
て
、
立
法
府
松
る
の
威
墜
を
失
ふ
に
窓
る
可
し
と
論

b
、
極
密
院
議
長
モ

j

・
J
!
卿
は
レ
プ
ヱ
レ
ン
〆
ム
は
変
に
英
闘
の
光
線
と
し
て
誇
れ
る
議
院
政
治
を
根
本
よ

b

破

壊

す

る

唱

の

な

brζ
競

合

叉

外

相

グ

レ

!

は

レ

フ

ヱ

レ

シ

〆

ム

に

し

て

採

用

せ

ら

れ

ん

が

最
早
上
下
爾
院
を
存
在
す
る
の
必
裂
な
が
る
可
し
と
守
口
ヘ
y
り
。
然
れ
ど
が
も
如
上
の
駁
論
は
余

撃

の

既

に

上

突

に

詳

述

せ

る

所

に

し

て

敢

て

斬

務

な

る

意

見

な

1

り
と
云
ふ
可
わ
ら
歩
。

て
却
皮
大
臣
、
グ
リ
イ
ユ

l
卿
の
レ
プ
ヱ
レ

μ
〆
ム
は
財
政
法
案
に
趨
用
す

J

再
が
ら
も
p
o

h 
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)而

し

l師

し
、て

関
税
改
革
案
は
財
政
怯
渠
に
合
引
帝
京
る
可
念
試
υ

の
な
れ
ば
闘
税
問
題
を
レ

プ

ヱ

レ

ン

ダ

ム

に

ょ
う
て
解
決
す
可
し
と
一
五
ふ
は
蹴
法
制
手
段
仁
滋
ぎ
?
と
指
摘
せ
よ
リ
、
討
論
と
し
て
は
論
旨
極
め

て
巧
妙
な
れ
ど
、
統
一
議
に
し
て
若
し
極
力
レ

プ

ヱ

レ

ン

ダ

ム

の

必

要

を

唱

道

し

て

自

白

隠

に

然

る

に

一

九

O
凶

年

五

月

十

八

‘
瞥
ら
ん

-P1
勝
敗
の
結
果
必
ふ
少
し

4
泌

時

し

難

を

も

の

め

bo

日
.
鹿
川
氏
院
に
於
け
る
大
演
説
に
於
て
、
レ
プ
ヱ
レ
ン
ダ
ム
を
総
稀
し
て
悦
"
が
歩
、
政
策
上
の

題
を
採
ら
へ

〈
民
営
を
磁
り
る
の
制
度
英
闘
に
存
せ
も
d

る

乙

と

を

悲

み

北

b
し
チ
ヱ
ム
バ
レ

時
品
目
飯
の
宣
言
を
妨
げ
才

ン
は
‘
今
や
却
て
バ
ル
ブ
オ
!
ア
の
抗
告
一
口
仁
反
濁
し
、
目
下
の
場
合
一

ら
ん
乙
と
を
滋
明
し
、
而
し
て
モ

i

ニ

Y

グ
、
ポ
ス
ト
の
'
如
舎
は
麟
然
之
に
一
氏
鈎
し
、
デ

i
リ
!
日
ア

ル

グ

ラ

プ

じ

歪

b
て
は
、
レ
ブ
工
レ
ン
ダ
ム
の
制
度
は
議
院
政
治
仁
大
革
命
を
招
致
す
る
!
の

に
し

vc
英
六
位
じ
て
恐
ト
怖
必
ぞ
抱
わ
し
む
且
ー
レ
ブ
ギ
レ

y

〆
ム
、
が
外
側
の
制
度

K
し
一
で
そ
の

掛
か
外
閥
誌
が
る
，
乙
止
は
英
人
を
喜
ば
し
め
?
と
論
や
ら
。
左
願
右
閥
、
聴
切
に
じ
七
一
印
も
八

寸
方
美
人
的
・
な
る
バ
ル

チ
オ
[
.
れ
は
レ
チ
E

ヱ
レ
ン
M
7

ム
に
依
'
り
で
岡
氏
の
窓
織
を
確
む

ru
場

合

じ
い
弘
法
案
そ
の
物
を
以
〈
せ
や

J

、
大
一
憾
の
主
添
原
則
に
就
ぐ
之
主
匁
す
可
し
と
ま
で
公
約
せ
る
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一
唱
、
次
で
丸
太
脆
仁
も
布
は
一
種
の
四
日
除
的
挑
ウ
一
日
に
し
で
最
後
の
剣
断
に
あ
ら
、
本
J
t
し
自
白
し
、
叉

レ

.
7
1
レ

j

ム
の
得
パ
失
ME
愉
川
じ
で
英
関
忠
政
の
前
途
を
ト

s

ず

六
一
千
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協
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に
る
政
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士
山
位
仁
罷
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可
令
官
の
な
ム
ソ
と
明
寄
せ
乱
闘
税
改

草
波
と
自
由
貿
易
阪
と
の
問
に
介
在
し
く
絡
部
越
巡
…
せ
る
バ
ル
ブ
北
・
!
?
は
慾
に
一
統
一
様
の

勢

カ

を

復

興

せ

L
む
る
乙
と
能
は
ぎ
る
可
き
述
、
而

au
レ
ア
ヱ
レ
シ
ダ
ム
の
抹
否
は
諸
々
資
際

政
治
家
の
性
意
を
惹
く
可
(
、
補
様
何
れ
の
勝
利
に
蹄
ず
る
も
、
之
が
安
施
は
患
に
時
一
月
の
問
題

一

大

本

新

の

機

運

に

向

ヘ

る

な

え
4

(
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日
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内
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成
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し
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此
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遜

b
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異
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活
必
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、
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始
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・
ド
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Y
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H
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政
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功
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柁
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